宮崎県高等学校野球大会試合規定
【大 会 規 定】
１．試合は、当該年度の公認野球規則、アマチュア野球内規、高校野球特別規則を適用する。　
２．降雨、日没等の天候状態によるコールドゲームは、７回完了、もしくは７回表終了とする。
　　試合が成立していない場合、及び８回以降タイスコアーの場合は、ノーゲームとして再試合を
行う。但し、球場を移動して試合を継続することもある。
　　天候状態によるコールドゲームが予想される場合は、予め運営委員、審判委員が協議し、両チ
　ームの責任教師に事情を説明してから行う。なお、責任教師は、応援団に事情を十分説明してお
　くこと。　　　
３．得点差によるコールドゲームを採用し、５回以降１０点差と７回以降７点差とする。決勝は、
　天候状態、及び得点差によるコールドゲームを適用せず、天候状態で９回まで完了しない場合は、
　再試合を行う。
４．延長試合の場合は、選手の健康管理上１５回で打ち切り、再試合を行う。
５．試合が引き分けになった時や、雨やその他の事情で試合開始時刻が遅れ順延になった時は、そ
の試合は原則として翌日の第１試合に組み入れる。但し、選手の健康管理や大会運営等の都合で
　主催者は、試合の順序や日時を変更することができる。
    試合順序を変更する時は、主催者が当該校の立場、条件等を慎重に考慮して決定する。また、
　学校側はこの決定に従い、応援者等がトラブルを起こさないよう十分配慮すること。
６．ベンチの人数は、登録の責任教師・副責任教師・監督の３名、選手２０名、記録員１名（男女
　を問わない。毎試合変更してもよい。試合前の練習及び試合中はグランドに出ることはできない。
但し、試合前のノック補助員を兼ねる男子部員は差し支えない）計２４名以内とする。副責任教
師が登録されていないところは、コーチ（学校職員）を認める。
　責任教師・副責任教師の交代は、学校長の証明があれば登録後もできるが、監督の交代は認め
られない。
　　責任教師・副責任教師・コーチは、帽子・ネクタイを着用する。高野連スタッフシャツ・役員
Ｖジャン（白）も可。監督・補助ノッカーは、選手と同じユニフォーム、黒のスパイク（補助ノ
ッカーはシューズも可）、記録員は、制服、トレーニングウェア、背番号のない試合用のユニフ
ォームのいずれかとする。
　　責任教師・副責任教師・コーチが補助ノッカーを兼ねる場合は、ノック終了後試合開始までに、
　ベンチ入りの服装に着替えること。　　　　　　　
７．出場各校は、当該年度の大会参加者資格規定により、定められた選手資格証明書に大会に出場
　する責任教師・副責任教師・監督・選手を記入し、運営委員会に登録する。
８．選手資格証明書は、開会式当日までに大会本部に提出すること。開会式が中止の場合、及び開
会式を行わない場合は、試合当日持参する。選手の登録変更（登録選手変更届）は、そのチーム
の最初の試合までは認めるが、それ以後の変更は認めない。
９．ベンチサイドは、組合せ抽選番号の若いチームを１塁側とする。　　
10．球場内は、部員全員ユニフォーム（選手は背番号のついた試合用、その他の部員は背番号のな
　い試合用か練習用）を着用すること。但し、第１試合のチームで球場内で練習をする場合は、キ
　ャッチボール以前のアップまではチーム統一のＴシャツ及び、練習用ユニフォームの着用を認め
　る。
11．球場周辺・スタンドでは、チーム統一のＴシャツかユニフォームを着用すること。Ｔシャツの
　色は、派手でないものとする。選手名や文字の入ったものは、認めない。
12．グランドコートは、チーム統一のものであればベンチでの着用を認める。また、投手が走者に
　なった場合やブルペンでの投手、捕手の着用も認める。
    ラバーコートは、アンダーシャツと同色としベンチのみの着用とするが、アンダーシャツの下
であればこの限りではない。
13．第１試合のチームは、試合開始予定時刻の１時間前には所定の球場に到着し、大会本部にその旨を報告してオーダー用紙を受け取ること。オーダー用紙は、試合開始予定時刻４０分前（開会式が行われる場合は開会式前）に提出すること。（同姓の場合のみ名前まで記入）
    第２試合以降のチームは、球場到着後、大会本部でオーダー用紙を受け取り、５回終了後に提出すること。
オーダー用紙交換は、第１試合が試合開始予定時刻３０分前（開会式が行われる場合は開会式
終了後）、第２試合以降は、前試合の７回終了後（コールドゲームの場合は試合終了後）に行う。
両チームの責任教師は、主将と試合補助員、及びテーピングや足首保護ガードを着用する選手を伴って来ること。
14．シートノックは、７分間を原則とするがグランド状態や試合進行、天候等により短縮、または
中止する場合もある。相手側のシートノック中は、ベンチ内で待機し、聞き苦しいヤジを飛ばし
てはならない。　
  　補助ノッカー１名、男子ノック補助員５名（背番号のない試合用か練習用のユニフォーム、シ
　ューズ。Ｔシャツやグランドコートは不可）を認める。１塁後方、３塁後方からの外野ノックは、
天然芝上からは行わないこと。補助員は、ブルペン捕手やノックを受けたりベース上での捕球は
できない。
　　ノック補助員とノックを受けない選手（特に、内野ノックの手伝い）は、危険防止のためヘル
　メットを着用すること。
15．試合補助員（登録選手は不可。背番号のない試合用か練習用のユニフォーム、シューズ、グランドコートは可）は、６名とする。人数不足のチームは、対戦校か当日試合のある学校に依頼しておく。　　　
16．ベンチ内のメガホンは３個以内（通常の大きさの物）、試合中のグランド内での素振りは、素
　振り室のない球場についてのみ認める。場所は、外野寄りのベンチ前で、代打で出場する予定の
　選手１名に限る。キャッチボールは、２組（ブルペン使用も含む）４人までとする。
17．選手が９名未満のチームで外から補充して参加する場合は、大会初日までに一時的な部員登録
　を行うこと。
18．選手が９名のチームは、主将をベンチに呼ぶことができる。（タイム回数にカウントする）  

19．出場各校の責任教師は、大会中の選手の健康管理について責任を負う。
20．主催者は、大会中の負傷、疾病に対し応急手当をする他は、一切責任を負わない。健康保険証
（コピーでも可）を持参すること。
21．学校医から健康証明書を受けた選手でも、大会に参加してから疾病、負傷、その他の健康上の
理由で、主催者がその選手の試合出場を不適当と認めた時は出場を禁止する。
  また、前記のような選手が多く出てチームの構成ができない場合は、その試合を停止して相手チ
　ームに勝利を与える。
22．法定伝染病にかかった参加者が出たチームは、他の健康な参加者も保菌者でないという医師の
　責任ある証明書がない限り、出場することはできない。
23．出場各校は、必ず責任教師が引率し、大会中のすべての行動について責任を負う。主催者が不
適当と認めた場合、その試合を停止して相手チームに勝利を与える。
24．野球用具の使用については、日本高等学校野球連盟が定めた「高校野球用具の使用制限」に適
合したものを使用する。
25．宿泊するチームは、大会本部に宿舎名を連絡すること。
26．その日の試合決行、中止については、試合開始予定時刻の２時間前に決定する。
27．その他の事項については、高校野球関係者必携の「大会特別規定」・「大会運営上の留意事項」
　・「球場使用上の注意事項」・「応援についての注意事項」・「大会運営の任務」にて運営する。28．大会運営上必要な場合は、運営委員会で協議して決定する。
